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編 集 後 記
　ジャーナル編集委員のメンバーに参加してよ
うやく一年が経とうとしています。
　編集委員としての最初の任務は、昨年のＰＭ
シンポジウムのトラックのレポートでした。ＩＣ
レコーダーに録音して何度も聴き返しながら
レポートを仕上げました。５０分のトラックのレ
ポートを作るのに丸２日以上かかってしまいま
した。
　その後、新春ＰＭセミナーの基調講演のレポー
トもやらせていただきました。こちらは、
自分には少し荷が重かったようで２週間以上の
時間を費やしてしまい、編集長をずいぶんやき
もきさせたのではないかと思います。

　また、レポートを書く以外にも、出来上がっ
た原稿の校正もやらせていただいております。
プロジェクトマネジメントの世界では著名な
方々の原稿を製本前に校正するわけですが、文
章を読んでいるうちに引き込まれてしまい校正
者ではなくひとりの読者となって読みふけって
しまいます。もちろん、もう一度原稿の初めか
らやり直しということを繰り返さなくてはなら
ず、今のところずいぶん生産性の低い編集委員
ということになっています。こんな私ですが、
少しでも皆さんのお役にたてるよう頑張ってお
ります。今後ともよろしくお願いいたします。

（小林記）
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